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第１回石狩市地域公共交通活性化協議会 議事録 
 

日 時 平成 29 年 11 月 20 日（月）10 時 00 分〜11 時 20 分 
場 所 市役所本庁舎４階 401・402 会議室 
出席者    岸邦宏会⻑、⼩鷹雅晴副会⻑、新岡研⼀郎委員、有路剛委員、⽥岡伸義委員、 
    日野健⼀委員（代理出席：野川祐次参事）、照井幸⼀委員（代理出席：増⽥厚志業務課⻑） 

浦岡優委員、菅野誠委員、野⽥昌孝委員、高橋克明委員、吉⽥卓己委員、蝦名正美委員、 
酒井敏⼀委員、高島健委員、河合保郎委員、大久保満彦委員、福岡順子委員、真⽥レイ委員、 
池⽥篤司委員、久保⽥貴浩委員、中山俊彰委員、原口ゆみ子委員、今倫康委員 

事務局 企画課交通担当課⻑ 上窪健⼀、企画課交通担当主査 池内直人 
傍聴者 ２名 

    次 第 
１．開 会 
２．委嘱状交付 
３．各委員自己紹介 
４．会⻑、副会⻑選出 
５．議題 
（１） 本協議会の設置について 
（２）その他（今後の進め方について） 
６．情報提供 
７．その他 
８．閉会 

＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝審議内容の記録（審議経過、質疑、意見等）＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝ 
※ 以下の質疑・意見については、○は委員発言要旨、●は事務局発言要旨 
１．開会   ※石狩市企画経済部 ⼩鷹部⻑より開会の挨拶 
２．委嘱状交付 
３．各委員自己紹介    
４．会⻑、副会⻑の選出 
 事務局から、会⻑には「北海道大学大学院工学研究院 岸准教授」を、副会⻑には「石狩市企画経
済部 ⼩鷹部⻑」の提案があり、委員異議なしとのことから選出された。 

 
 ＜事務局からの確認事項＞ 

●議事録については全文筆記ではなく、要訳筆記とし、会⻑が確認した上で確定し、委員に配布する。 
●傍聴者が傍聴しての感想や意見について文書での提出を認める。 
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※委員異議なしとのことから承認された。 
 
 ５．議題 

（１）本協議会の設置について（※事務局より説明） 
●協議会の設置趣旨、要綱、協議会委員等について（資料１〜３） 
●市の公共交通の現状について（資料４） 

 ※委員からの質疑無し 
（２） その他、今後の進め方について（※事務局より説明） 
●今後のスケジュールについて（資料５） 

 ※委員からの質疑無し 
 

６．情報提供 
「地域を活性化するために公共交通で考えるべきこと」（※岸会⻑より情報提供）  

 
７．その他 
○今年は石狩市内での事故が非常に多く、特徴としては、バイクの事故と、高齢者の運転事故であっ
た。高齢者の事故防止のためには、高齢者の方を無理に運転させないことだと考えている。石狩市の
国道 231 号は、生活道路でありながら観光道路でもあり、そして海岸沿いということで非常に厳しい
環境にさらされてると思うが、道路管理者の方と協議して、安全な道路環境が必要かというところで、
行政、市⺠の皆様、見識を持っておられる委員の皆様と情報を共有しながら安全なまちというところ
を主眼に考えていきたいと思っている。また、高齢者の方が暮らすための大きなバスでの移動販売や、
子ども達が住みやすいまちをつくることで活性化が図っていけると思うため、そういうまちづくりが
大事だと思う。本協議会では、可能な限り情報提供と意見を述べたいと思うため、委員の皆様もどん
どん自分の意見述べ、情報共有して、本協議会自体を活性化していければと考えている。 

 
○浜益のデマンド交通は、これから利用者は増えると思うが、私が乗った際は 2 人しか乗っていなく、
こういうふうになると結局赤字になり、無くなるのではという声が最近聞かれる。それと、土・日・
祝日も含めデマンド交通がいつでも使えるように考えてもらえないか。また、花畔中央の病院に行く
人もいるため、花畔中央まで運行してほしいという声も聞いている。あと、道の駅が出来ても今ある
厚⽥の停留所は残していただきたい。 
 
○浜益区の交通問題をしっかり考えていかなければならない。最近、ライドシェアが流行っているが、
基本的には反対である。住⺠がお互いに送迎しあうなど、今ある公共交通の仕組みをどれだけ維持で
きるのかを考えること、そのためにはお金をかけても良いと思う。浜益の地域の方々と意見交換した
いと思っている。 
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○タクシー利用者の声を聞くと、バスが少ないとか、止める場所がないとか、札幌市から石狩湾新港
地域の送迎バスの乗車順による不便さなどを聞く。道路の状況についても、縦の線はたくさんあるが、
横の線が少ないため、バス、自家用車を石狩の空いているところに止めて、そこからバス、タクシー
を運行することが出来ないかといった話しをしたこともあった。公共交通の活性化を図るためには、
色々な情報提供をしながら今後進めていかなければならないと思う。 

 
○北海道では、北海道全体の交通ネットワークの新たな指針を作っており、タクシーとバスの連携、
役割分担についてバス協会、タクシー協会の両方から意見が出されている。石狩市でも役割分担や協
調が考えられるので、今まで議論してこなかったところも含めどんなことができるのか次回以降議論
できればと思う。 

 
 

＜事務連絡＞    
●次回の協議会の内容及び日程調整について 

 

 

８．閉会 
 

平成 30 年 1 月 19 日  議事録確定 

                                 

 

石狩市地域公共交通活性化協議会 

会 長    岸    邦 宏 


